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プログラム
第1日目　9月12日（金）

■ 10:00 ～11:30　　特別講演 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：吉原 弘祐（新潟大学　産科婦人科）
安彦 郁（金沢大学　産科婦人科）
齋藤 昌利（東北大学　産科婦人科）

婦人科悪性腫瘍におけるLINE-1 ORF1pの診断バイオマーカーとしての可能性
佐藤 翔（岩手医科大学産婦人科学講座）

子宮体癌の精密診断のための遺伝子解析研究
松浦 基樹（札幌医科大学産婦人科）

HPVと子宮頸部のマイクロバイオーム：CIN研究の今後
柴田 健雄（金沢医科大学医学部産科婦人科学）

■ 11:40 ～12:40　　ランチョンセミナー１ 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：川名 敬（日本大学　医学部 産婦人科学系産婦人科学分野）

子宮頸癌・子宮体癌治療Up-to-date ～手術と薬物療法で、今知っておきたいこと～
山上 亘（慶応義塾大学　医学部　産婦人科学教室）

共催：MSD 株式会社

■ 12:50 ～14:10　　会長特別企画１ 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：加藤 育民（旭川医科大学　産婦人科）
谷川原 真吾（スズキ記念病院）

地方医療の現況と問題点

東北の地域医療を支えるために；55 名の東北地域枠
大野 勲（東北医科薬科大学医学部医学教育推進センター）

青森県の周産期医療の現状と課題
後村 直希（青森県健康医療福祉部医療薬務課）

岩手県の周産期医療体制と医師確保について
鈴木 優（岩手県保健福祉部医療政策室）
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秋田県の主な医師確保対策と周産期医療体制の状況等について
佐野 誠（秋田県健康福祉部医務薬事課　医療人材対策室）

宮城県の医師確保対策について
寺嶋 智治（宮城県保健福祉部医療人材対策室）

山形県の医師確保対策について
谷嶋 弘修（山形県健康福祉部　医療政策課）

福島県における医師確保対策及び周産期医療体制について
新妻 崇永（福島県保健福祉部　医療人材対策室）

■ 14:15～15:35　　会長特別企画２ 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：吉田 好雄（福井大学　産婦人科）
高倉 正博（金沢医科大学　産婦人科）

医療と法を学ぶ

事例で学ぶ産婦人科診療における医療安全と紛争予防
秦  奈峰子（太田秀哉法律事務所）

藤實 正太（株式会社診断と治療社／鈴木＆パートナーズ法律事務所）

法医学と臨床医療との関わり　―法医学の実務と社会的役割―
高木 徹也（東北医科薬科大学医学部）

■ 15:40 ～16:40　　教育セミナー1 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：齋藤 俊章（元九州がんセンター　婦人科）

子宮体癌治療における最新治療戦略について
竹原 和宏（四国がんセンター婦人科）

共催：エーザイ株式会社

■ 16:50 ～17:50　　招請講演（指導医講習会） 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：永瀬 智（山形大学　産科婦人科学　教授）

Education of Young OB/GYN Doctors in Germany
Prof. Sven Becker（University Hospital Frankfurt, Germany）
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■ 17:55～18:55　　教育セミナー4 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：西 洋孝（東京医科大学 産科婦人科学分野）

進行再発子宮体がんの治療について
太田 剛（山形大学医学部 産科婦人科学講座）

共催：アストラゼネカ株式会社

■ 11:40 ～12:40　　ランチョンセミナー２ 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：樋口 毅（弘前大学大学院保健学研究科　看護学領域）

天然型ホルモンの最近の進歩
髙松 潔（つくばみらい遠藤レディースクリニック）

共催：富士製薬工業株式会社

■ 15:40 ～16:40　　教育セミナー2 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：寺田 幸弘（秋田大学　産婦人科）

卵子への探究心を育む臨床の日々 ：医師×胚培養士としての挑戦
竹原 功（山形大学医学部附属病院　産科婦人科）

卵子の抗老化に挑む研究開発
河村 和弘（順天堂大学　大学院　医学研究科　産婦人科）

共催：扶桑薬品工業株式会社

■ 16:50 ～17:50　　会長特別企画３ 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：齋藤 豪（札幌医科大学　産婦人科）

専攻医教育　臨床研究の必修知識

日常診療の中で、病理を再び学ぶ事の意味と楽しさ、そして研究へ
刑部 光正（岩手医科大学医学部病理診断学講座）

中止・脱落などの欠測データが臨床試験結果へ及ぼす影響
髙橋 史朗（岩手医科大学　教養教育センター　情報科学科　医学統計情報学分野）
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■ 11:40 ～12:40　　ランチョンセミナー３ 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：西井 修（帝京大学医学部附属溝口病院 産婦人科）

子宮鏡による診断と治療　-良性から悪性病変まで -
黒澤 大樹（東北医科薬科大学　若林病院　産婦人科）

" やっているつもり"から" 使いこなす " へ - 子宮鏡下手術の実際とその広がり-
髙橋 俊文（福島県立医科大学　ふくしま子ども・女性医療支援センター）

共催：株式会社テルモ

■ 15:40 ～16:40　　教育セミナー3 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：紀川 純三（松江市立病院）

DCT概念の紹介
坂田 敬介（株式会社 MICIN）

DCTを用いた難治性希少がんに対する治療開発の試み
島田 宗昭（東北大学病院　高等研究機構未来型医療創成センター）

パートナー施設のDCTへの期待 －参加経験から－
添田 周（福島県立医科大学　産科婦人科学講座）

共催：株式会社 MICIN

■ 17:55～18:55　　教育セミナー5 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：進 伸幸（国際医療福祉大学成田病院　産婦人科）

産婦人科専門医・婦人科腫瘍専門医を目指す若手医師に知ってもらいたい
婦人科悪性腫瘍手術の基礎

重田 昌吾（東北大学大学院医学研究科　婦人科学分野）

婦人科内視鏡手術の更なる低侵襲化を目指して－最小限の傷に拘る!－
宇賀神 智久（仙台市立病院　産婦人科）

共催：科研製薬株式会社
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第2日目　9月13日（土）

■ 9:00 ～10:30　　会長特別企画４ 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：渡利 英道（北海道大学　産婦人科）
横山 良仁（弘前大学　産婦人科）

若手医師に伝える産婦人科学の魅力

尽きることのない産婦人科の魅力
大須賀 穣（帝京大学産婦人科）

婦人科腫瘍学に携わって
青木 大輔（国際医療福祉大学大学院／赤坂山王メディカルセンター）

生殖医学から腫瘍学への展開　- 産婦人科医独自の視点から-
藤原 浩（金沢大学 /おち夢クリニック名古屋）

■ 10:40 ～11:40　　教育セミナー6 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：齋藤 昌利（東北大学　産婦人科）

乳児におけるRSV感染症の疾病負荷と予防の重要性
橋本 浩一（福島県立医科大学医学部小児科学講座）

RSV感染症予防の普及に向けた産婦人科医の役割
加藤 育民（旭川医科大学 産科婦人科）

共催：ファイザー株式会社

■ 11:50 ～12:50　　ランチョンセミナー4 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：青木 大輔（赤坂山王メディカルセンター／国際医療福祉大学大学院）

野村 弘行（東海大学　産婦人科）

共催：ミリアド・ジェネティクス合同会社 / 株式会社エスアールエル
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■  13:00 ～15:00　　教育セミナー10（ハンズオンセミナー）■ 座長：藤森 敬也（福島県立医科大学　産婦人科学講座  ）

13:00‐14:00　セミナー講演　  第 1 会場　４階　千代（西）
14:00‐15:00　ハンズオン　      第 3 会場　4階　芙蓉

帝王切開術における最新縫合糸の効果
～保険収載に向けた方策と子宮縫合をハンズオンで慣れよう～

牧 尉太   （岡山大学学術研究院医療開発領域新医療研究開発センター）

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

■ 10:40 ～11:40　　教育セミナー7 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：北脇 城（京都府立医科大学）

子宮内膜症診療の tips －早期発見、プレコンセプションケアから不妊治療まで－
原田 美由紀（東京大学　産婦人科）

共催：持田製薬株式会社 / 持田製薬販売株式会社

■ 11:50 ～12:50　　ランチョンセミナー5 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：梶山 広明（名古屋大学産婦人科学）

エビデンスと実臨床の交差点：卵巣癌維持療法を見つめ直す
利部 正裕（岩手医科大学　産婦人科）

共催：武田薬品工業株式会社

■ 10:40 ～11:40　　教育セミナー8 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：馬場 長（岩手医科大学　産婦人科）

卵巣癌におけるバイオマーカーTFPI2のリアルワールドにおけるデータ
川口 龍二（奈良県立医科大学 産婦人科学講座）

共催：東ソー株式会社

■ 11:50 ～12:50　　ランチョンセミナー6 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：鈴木 直（聖マリアンナ医科大学　産婦人科学）

子宮内膜症女性の心身に寄り添うアプローチ
小川 真里子（福島県立医科大学　ふくしま子ども・女性医療支援センター）

共催：あすか製薬株式会社
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■ 10:40 ～11:40　　教育セミナー9 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：田畑 務（東京女子医科大学　産婦人科学講座）

Tisotumab Vedotin（テブダック）の安全性と有効性：innovaTV 301 試験を踏まえて
西尾 浩（慶応義塾大学医学部　産婦人科学教室）

抗体薬物複合体（ADC）時代の到来：眼障害マネジメントの最前線
石川 聖（埼玉医科大学　医学部　眼科）

共催：ジェンマブ株式会社

■ 11:50 ～12:50　　ランチョンセミナー7 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：小林 陽一（杏林大学医学部 産科婦人科）

性成熟期から更年期における女性ヘルスケアの最前線：
更年期症状とPMSの臨床管理

甲賀 かをり（千葉大学　産婦人科）

共催：大塚製薬株式会社　ニュートラシューティカルズ事業部
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一般演題プログラム
第1日目　9月12日（金）

■ 8:50 ～ 9:30　　優秀演題１ 第1会場　4階　千代（西）

■ 座長：徳永 英樹（東北医科薬科大学　産婦人科）

EO-01  加齢に伴う脆弱性が婦人科癌の予後に与える影響に関する競合リスクモデルを用いた解析
前田 陽穂（福井総合病院　初期臨床研修医）

EO-02 産婦人科専攻医のノンテクニカルスキルをオンライントレーニングで向上させる取り組み
井平 圭（北海道大学婦人科）

EO-03 子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術症例における子宮動脈分岐Variationの検討
矢澤 里穂（太田西ノ内病院　産婦人科）

EO-04 地域特性に応じた産科遠隔診療の展開 －秋田県における医療アクセス格差への挑戦－
小野寺 洋平（秋田大学大学院医学系研究科医学専攻　機能展開医学系　産婦人科学講座）

■ 8:50 ～ 9:30　　優秀演題２ 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：渡辺 正（東北医科薬科大学　産婦人科）

EO-05 Zymot© の至適対象者の探索研究―当院での有効性検証―
金子 宙夢（山形大学医学部　産科婦人科学講座）

EO-06 反復する常位胎盤早剝離の特徴と管理：多施設共同研究による検討
中村 真子（弘前大学産科婦人科学講座）

EO-07 当院で管理したもやもや病合併妊娠7例の検討
河西 優理香（富山大学附属病院　産科婦人科）

EO-08  妊娠が“可能”になった心疾患患者に産婦人科はどう備えるか
-プレコンセプションケア外来の意義と今後の展望 -
佐藤 理香子（東北大学病院　産科）

■ 9:35～10:10　　産科合併症1 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：岩動 ちず子（岩手医科大学　産婦人科）

O-001 妊娠21週で妊娠高血圧腎症を発症した一例
森山 響子（JA 北海道厚生連旭川厚生病院　産婦人科）

O-002 妊婦の体組成と妊娠糖尿病についての検討
中西 研太郎（旭川医科大学　産婦人科）

O-003 当院における sFlt-1/PLGF比測定の臨床的有用性の検討
苗加 萌愛（石川県立中央病院産婦人科）
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O-004 耐糖能異常のない妊婦における選択的帝王切開術後の低血糖に関する後方視的検討
工藤 ひらり（砂川市立病院　産婦人科）

O-005 peripartum期に発症した late-onset HELLP症候群の一例
関 響太（名寄市立総合病院　産婦人科）

■ 10:15～10:50　　胎児異常1 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：中西 研太郎（旭川医科大学　産婦人科）

O-011 胎児期に診断し得た直腸尿道瘻を合併した鎖肛の１例
南川 太一（北海道大学病院産科）

O-012 胎児CPAM type0の 1例
今西 萌里（北海道大学病院 産科・母子周産期センター）

O-013 気管支粘液栓が妊娠中に自然消失した一例
山本 早姫（北海道大学病院　産科）

O-014 一児がPotter 症候群の診断となった二絨毛膜二羊膜双胎の一例
建部 都志子（苫小牧市立病院）

O-015  臍帯潰瘍による出血性ショックが原因の胎児機能不全に対し、超緊急帝王切開術を
施行した一例
谷口 優羽（秋田大学医学部附属病院　産婦人科）

■ 10:55～11:30　　産科手術 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：小野寺 洋平（秋田大学　産婦人科）

O-021 子宮内反症をきたし開腹直視下に整復を行った一例
小川 伶奈（市立稚内病院　初期臨床研修医）

O-022 帝王切開瘢痕部に発生した嚢胞性腺筋症に対し、腹腔鏡下に切除した1例
鳥居 叶愛（手稲渓仁会病院　産婦人科）

O-023 帝王切開後10日目に大量出血をきたし子宮動脈塞栓症にて母体救命を得られた症例
川畑 聖羅（北見赤十字病院　産婦人科）

O-024 硬膜外麻酔分娩と分娩時出血量の関連性の検討
山川 光平（東北公済病院）

O-025 緊急帝王切開後に認められた新生児頭蓋骨骨折の一例
鈴木 響子（函館中央病院　産婦人科）
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■ 12:50 ～13:25　　帝王切開・ハイリスク分娩 第2会場　4階　千代（南）

■

O-031 当院における超緊急帝王切開に対するシミュレーションの運用と課題
齋藤 剛熙（坂総合病院　産婦人科）

O-032 当院における帝王切開後創部離開に関する検討
石田 里咲（新潟市民病院　産婦人科）

O-033 帝王切開術における術中腹腔内洗浄が術後疼痛と炎症反応に与える影響
北村 怜華（東北大学病院　産科）

O-034 宮城県における飛び込み分娩の症例集積研究：COVID-19流行前後での違い
田上 和磨（東北大学病院　産婦人科）

O-035  多職種シミュレーション訓練が超緊急帝王切開に与えた影響 ─ 当院でDDI10分を達成
した一症例報告
向井 悠馬（JA 北海道厚生連帯広厚生病院産婦人科）

■ 13:30 ～14:05　　胎盤異常1 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：斎藤 良玄（北海道大学　産婦人科）

O-041 絨毛膜瘤 (chorionic bump)を認めた４例
吉澤 明希子（旭川医科大学　産婦人科）

O-042 経カテーテル動脈塞栓後、子宮鏡下に摘出した胎盤遺残の一例
細見 信悟（岩手医科大学　産婦人科学講座）

O-043 胎児水腫をきたした巨大胎盤腫瘍の１例
沼尻 彩水（長岡赤十字病院）

O-044 RPOC13例の後方視的研究：不妊治療歴と分娩週数の治療選択への影響
紙谷 咲良（NTT 東日本札幌病院　産婦人科）

O-045 前2回妊娠時に胎盤遺残のため子宮動脈塞栓術施行し、癒着胎盤を再発した1例
伊藤 理恵子（山形県立中央病院　産婦人科）

■ 14:10 ～14:45　　胎児異常2 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：村田 強志（福島県立医科大学　産婦人科）

O-051 胎児水腫が急激に進行し胎児貧血および血小板減少をきたした胎盤血管腫の1例
和田 伊織（社会医療法人母恋　天使病院　産婦人科）

O-052 出生前に疑った先天性胆道拡張症の1例
小野 万里奈（天使病院　産婦人科）

O-053 出生前診断が困難であった胎児髄膜瘤の2症例
野々垣 康秀（帯広厚生病院）
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O-054 ビタミンD欠乏による頭蓋癆を発症した1例
荻原 和徳（石巻赤十字病院　産婦人科）

O-055 当院におけるコンバインド検査の後方視的検討と今後の課題
南渕 杜萌（慶愛病院）

■ 14:50 ～15:25　　癌合併妊娠 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：丸山 英俊（三沢市立三沢病院　産婦人科）

O-061 妊娠中に急性リンパ性白血病を発症し、化学療法を行った一例
日根 早貴（山形大学　医学部　産婦人科）

O-062 妊娠後期の腰痛を契機に診断された乳癌多発骨転移再発の1例
川畑 龍暉（北見赤十字病院　産婦人科）

O-063  胸椎圧迫骨折を契機に悪性腫瘍が鑑別となるも、診断までに時間を要した妊娠期乳
癌の一例
波多野 智哉（富山大学附属病院　産婦人科）

O-064 抗がん剤の治療歴があり、周産期心筋症を発症した症例
髙田 さくら子（石川県立中央病院　産科）

O-065 妊娠期乳癌の2症例
佐藤 菜穂子（八戸市立市民病院　産婦人科）

■ 8:50 ～ 9:30　　優秀演題３ 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：酒井 啓治（東北医科薬科大学　産婦人科）

EO-09 妊娠糖尿病既往女性における産後早期の糖代謝異常に関連する因子の検討
伏見 和朗（山形大学医学部附属病院産科婦人科学講座）

EO-10 周産期領域における医用画像ソフトの活用法についての報告
昆 夏鈴（岩手医科大学　産婦人科学講座　）

EO-11 胎児発育別にみた妊娠高血圧症候群のリスク因子の検討
藤原 孝史（金沢大学附属病院　産科婦人科）

EO-12 当院における先天性心疾患の胎児診断の現状と今後の課題
高橋 聡太（八戸市立市民病院　産婦人科）
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■ 9:35～10:10　　卵巣癌1 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：大沼 利通（福井大学　産婦人科）

O-006 明細胞癌根治術9年後に孤立性のAbdominal wall metastasis(AWM)を生じた一例
加藤 茉莉（福島県立医科大学産科婦人科学講座）

O-007 子宮筋腫手術に際して偶発的に診断された漿液性卵管上皮内癌の2症例
清水 有紗（宮城厚生協会坂総合病院）

O-008  卵管由来 HGSCにおける神経内分泌腫瘍への転化：粘液性境界悪性腫瘍の共存を
伴った1例
沼沢 詩音（弘前総合医療センター　産婦人科）

O-009 当院で行なったリスク低減手術（RRSO）について
見延 進一郎（北海道がんセンター）

O-010  後腹膜腫瘍に対する術後化学療法施行後、非閉塞性腸管虚血（NOMI）を発症し救命
し得た一例
阿部 一路（福島県立医科大学　産科婦人科学講座）

■ 10:15～10:50　　卵巣腫瘍1 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：大槻 健郎（仙台市立病院　産婦人科）

O-016 無症候で発見された遊離卵巣内膜症性嚢胞の一例
横山 万智（大館市立総合病院　産婦人科）

O-017 ３回反復した左子宮付属器茎捻転に腹腔鏡下左卵巣固定術を施行した一例
森 美玖（仙台市立病院　産婦人科）

O-018  側方アプローチ術式と卵巣捻転の関連－ロボット支援下子宮全摘術後2症例からの考察
南渕 杜萌（JA 北海道厚生連帯広厚生病院）

O-019 茎捻転と破裂を同時に認めた卵巣成熟奇形腫の一例
寳田 健平（市立稚内病院　産婦人科）

O-020 腹腔鏡下子宮全摘出術における術後卵巣捻転リスクを考慮したアプローチ方法の選択
石津 夕稀子（市立釧路総合病院　産婦人科）

■ 10:55～11:30　　感染症 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：島 友子（富山大学　産婦人科）

O-026 産褥期に子宮筋腫の変性・穿孔による汎発性腹膜炎をきたした一例
寺澤 昂希（JA 新潟厚生連 長岡中央綜合病院 産婦人科）

O-027 IUD長期留置及び結腸憩室炎によりS状結腸子宮瘻に至った一例
福岡 日向（秋田赤十字病院　産婦人科）

O-028 女性器を原発としたGAS感染によりSTSSに至った一例
女屋 隼人（王子総合病院　産婦人科）
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O-029 全腹腔鏡下子宮全摘術後に腟断端に癒着・感染を併発した温存卵巣の一例
山﨑 一輝（岩手県立中央病院　産婦人科）

O-030  卵巣内膜症性嚢胞感染に対し敗血症移行リスクを踏まえて子宮腟上部切断・右付属器切除
を選択した一例
堀川 輝久（JA 北海道厚生連　帯広厚生病院　産婦人科）

■ 12:50 ～13:25　　POP・ヘルスケア 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：野村 泰久（太田西ノ内病院　産婦人科）

O-036 当院における骨盤臓器脱に対するVANHおよび仙骨子宮靱帯固定術（Shull法）の導入
笹瀬 亜弥（仙台市立病院）

O-037 子宮全摘術後の膀胱瘤に対して腹腔鏡下仙骨腟固定術を行ったが再発し、
完全腟閉鎖術を行った一例
山内 敬子（山形大学　医学部　産婦人科）

O-038 骨盤内臓器脱に対するゲルホーン型ペッサリーの使用成績と中止例の検討
加藤 直人（山形県立新庄病院）

O-039 フルディスポーザブル硬性子宮鏡導入後1年の成績と課題
亀井 あつこ（岩手医科大学　産婦人科）

O-040 当院におけるロボット支援下仙骨腟固定術の導入実績
高倉 正博（金沢医科大学　産科婦人科学）

■ 13:30 ～14:05　　悪性腫瘍 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：堤 誠司（山形県立中央病院　産婦人科）

O-046  子宮体癌に対するPaclitaxel-carboplatin(TC)療法後に血栓性微小血管症を発症した1例
工藤 友希乃（仙台医療センター　産婦人科）

O-047 当院における腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術の実際
渋谷 祐介（東北大学病院）

O-048  産婦人科医のワクチン説明力向上を主軸とした福井県内HPVワクチン推進活動に
ついて
金井 貴弘（福井大学附属病院）

O-049 子宮体癌に対する新たな標的分子TAZの機能解析
藤田 将行（福井大学）

O-050 福井県における性成熟期女性のがん検診の現状と課題
ーHPV検査単独法導入を見据えてー
品川 明子（福井大学　産科婦人科）
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■ 14:10 ～14:45　　子宮頸癌 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：本多 つよし（いわき市医療センター　産婦人科）

O-056 進行性子宮頸癌における重粒子線治療の有効性と有害事象評価
堀川 翔太（山形大学　医学部　産科婦人科学講座）

O-057  LEGH疑いに対し子宮頸部円錐切除では診断に至らず子宮摘出でMDAと診断された
1例―診断限界と治療選択の課題
相内 一朗（弘前大学医学部附属病院　産科婦人科）

O-058 局所進行子宮頸癌に対するKEYNOTE-A18レジメンの当院での導入経験
戸室 有香子（金沢大学附属病院　産科婦人科）

O-059 当院における子宮頸癌ⅣB期患者の予後因子についての検討
佐藤 萌香（福井大学医学部附属病院産科婦人科）

O-060 CCRT後に腹腔内膿瘍を発症した１例とHybrid照射
深田 綾子（富山大学附属病院　産科婦人科）

■ 14:50 ～15:25　　がん薬物療法 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：金内 優典（小樽市立病院　婦人科）

O-066  初回プラチナ感受性再発卵巣癌に対するオラパリブ維持療法の用量別効果と
ベバシズマブとの比較
田付 駿介（岩手医科大学附属病院）

O-067 当院における進行・再発子宮体癌に対してのデュルバルマブの使用経験
穗積 葵（石巻赤十字病院　産婦人科）

O-068 当院における進行・再発子宮体癌に対するDUO-Eレジメンの使用経験
吉田 圭甫（福島県立医科大学　産科婦人科学講座）

O-069 侵入奇胎に対する単剤化学療法の後方視的検討
石井 顕徳（東北大学病院　産婦人科）

O-070 当院で経験したペムブロリズマブ維持療法中の irAE肝炎を伴う子宮頸癌の一例
清宮 美貴（JA 秋田厚生連　平鹿総合病院　産婦人科）
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■ 8:35～ 9:10　　産科感染症 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：佐伯 吉彦（金沢医科大学　産科婦人科）

O-071 HIV合併妊娠の周産期管理
奥 聡（北海道大学病院産科・周産母子センター）

O-072 絨毛膜羊膜炎の原因としてリステリア感染が疑われた一例
中山 宗俊（仙台市立病院　産婦人科）

O-073  当院におけるRSウイルスワクチン接種状況とワクチン接種に関する患者アンケート
調査結果について
田口 朋子（弘前総合医療センター　産婦人科）

O-074 産褥2日目にA群溶連菌による敗血症性ショックを来した1例
天﨑 真帆（仙台医療センター）

O-075  緊急帝王切開術後の黄色ブドウ球菌による皮下・腹腔内膿瘍に対して開腹洗浄ドレナージ術
を繰り返した一例
佐藤 湊斗（名寄市立総合病院　産婦人科）

■ 9:15～ 9:50　　胎盤異常2 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：鏡 京介（金沢大学　産科婦人科）

O-086  前置胎盤へのResuscitative Endovascular Balloon Occlusion of the Aorta 使用効果
の検討：単施設コホート研究
安城 和輝（太田西ノ内病院　産婦人科）

O-087 前置癒着胎盤予測におけるMRI検査の意義についての検討
矢島 亜花音（旭川厚生病院　産婦人科）

O-088 当院で経験した前置血管9例の臨床的検討
大井 葉瑠乃（市立札幌病院　産婦人科）

O-089 前置血管におけるＰＰＰ評価経験
高橋 仁（福井県立病院）

O-090 器械分娩後に合併した後腹膜血腫に対し、IVRで治療し得た2症例
佐藤 駿太（新潟大学医歯学総合病院　産婦人科）

第2日目　9月13日（土）
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■ 9:55～10:30　　産科合併症2 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：佐藤 朗（秋田赤十字病院　総合周産期母子医療センター）

O-101 妊娠中に発症した潰瘍性大腸炎の一例
浦 寿珠（旭川医科大学病院　産婦人科）

O-102  妊娠性肝内胆汁うっ滞症の管理中に妊娠高血圧腎症の発症が懸念され急速遂娩を
要した１例
鈴木 優希（東北大学病院　産科）

O-103 慢性腎臓病合併妊娠における妊娠前介入の実態と連携の重要性
菅原 万紀子（東北大学病院　産科）

O-104 発作性上室性頻拍を契機に救急搬送となった周産期心筋症の１例
保坂 あおい（大崎市民病院）

O-105 産後尿閉（Postpartum urinary retention:PUR）のため自己導尿を要した一例
三浦 祐香（弘前大学医学部附属病院産科婦人科学講座）

■ 13:00 ～13:35　　異所性妊娠・絨毛性疾患 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：安達 聡介（新潟大学　産科婦人科）

O-116 3回の卵管妊娠に対していずれもMTX療法が奏功した1例
津谷 明香里（秋田大学医学部附属病院　産婦人科）

O-117  生殖補助医療後妊娠判定時の血中hCGが極めて低値であった異所性妊娠3症例から
学んだこと
西 美智（山形大学）

O-118 内膜症性嚢胞に合併した卵巣妊娠の1例
大平 晃広（大崎市民病院　産婦人科）

O-119 当院で異なる転機をたどった胎児共存奇胎の2症例
早福 あやか（新潟大学医歯学総合病院　産科婦人科）

O-120 異所性妊娠存続症の一例
村竹 将太（新潟大学医歯学総合病院）

■ 13:40 ～14:15　　産科合併症3 第2会場　4階　千代（南）

■ 座長：富田 芙弥（東北大学　産科婦人科）

O-126 分娩中に初発のてんかん発作を発症した一例
鈴木 啓王（日本海総合病院　産婦人科）

O-127 腰椎麻酔下帝王切開後、急性硬膜下血腫を生じた1例
髙山 圭介（スズキ記念病院　産科婦人科）

O-128  臨床的羊水塞栓症で子宮温存を成し、続く妊娠で生児を得た1例
～症例報告と文献レビュー～
山口 峻史（東北大学病院　産科）
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O-129 胆道閉鎖症妊婦の腸閉塞に続発した胎児頭蓋内出血
北郷 由美子（福島県立医科大学　産科婦人科学講座）

O-130 けいれん発作を契機に診断された脳腫瘍合併妊娠の一例
荒川 幸子（八戸市立市民病院　産婦人科）

O-131 二次性頭痛を呈した産褥脳静脈洞血栓症の一例
鈴木 容太（仙台赤十字病院　産婦人科）

■ 8:35～ 9:10　　卵巣癌2 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：重藤 龍比古（弘前大学　産科婦人科）

O-076 病理診断で腹膜偽粘液腫と診断されたが虫垂に病変を認めなかった一例
影近 瑠唯（旭川医科大学　産婦人科学講座）

O-077 卵巣原発腹膜偽粘液種の１例
滝沢 章（王子総合病院）

O-078 卵巣腫瘍に虫垂炎を併発し広範な腹腔内膿瘍形成・腹膜炎に至った一例
髙原 佳奈（富山大学　産科婦人科）

O-079 閉経後の成熟奇形腫に未分化胚細胞腫が併存した稀有な症例
奥村 礼央菜（小樽市立病院　初期研修医）

O-080 AFP産生卵巣癌の1例
石岡 冴子（市立函館病院　産婦人科）

■ 9:15～ 9:50　　子宮体癌 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：松浦 基樹（札幌医科大学　産婦人科）

O-091  デュルバルマブ併用化学療法施行中に血球貪食性リンパ組織球症を発症した進行
子宮体癌の１例
川井 直久（苫小牧市立病院　産婦人科）

O-092  子宮体癌に対する骨盤内・傍大動脈リンパ節郭清術後にS状結腸軸捻転症をきたした一例
佐多 綜一郎（北海道大学病院婦人科）

O-093 子宮体癌罹患後に生じた子宮留膿腫に対して経皮的子宮内ドレナージを挿入した症例
富松 壮平（ 沢医科大学　産科婦人科学）

O-094 オリゴ転移に対して長期生存を得た一例
山岸 幹治（札幌医科大学付属病院　産婦人科学講座）

O-095 子宮癌肉腫の再発によって悪性腸腰筋症候群を来した一例
小原 史織（岩手県立中央病院　産婦人科）
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■ 9:55～10:30　　生殖・内分泌 第 3会場　4階　芙蓉

■ 座長：松澤 由記子（東北医科薬科大学　産婦人科）

O-106 同種造血幹細胞移植後に身体的性の診断に注意を要した性別不合の一例
竹澤 美紀（東北大学病院　婦人科）

O-107  「性交」という用語を使った中学生への性教育
～産婦人科医による実践と生徒の反応～
倉田 和巳（福井勝山総合病院）

O-108 当院における腹式広汎子宮頸部摘出術後の不妊治療成績の検討
長谷川 順紀（新潟大学大学院医歯学総合研究科　産科婦人科学講座）

O-109 自己免疫性プロゲステロン皮膚炎が疑われた1例
濱田 衣美子（仙台医療センター　産婦人科）

O-110 子宮圧迫縫合術後の月経機能と次回妊娠転帰の実態調査
金井 咲樹（東北大学　医学部）

■ 8:35～ 9:10　　ロボット手術 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：新倉 仁（独立行政法人国立病院機構　仙台医療センター）

O-081 当院におけるロボット支援下子宮全摘術と腹腔鏡下子宮全摘術の周術期アウトカムの比較
國井 基思（弘前大学医学部附属病院）

O-082  経腟的スコープ挿入を活用した臍部腹壁瘢痕ヘルニア合併の子宮体癌ロボット支援下
手術の2例
永沢 崇幸（岩手医科大学　産婦人科学講座）

O-083 放射線治療後の子宮摘出に対するロボット支援下手術の経験
永沢 崇幸（岩手医科大学　産婦人科学講座）

O-084 肥満度別にみた子宮体癌に対するロボット手術の手術成績と周術期予後の検討
太田 剛（山形大学　医学部　産科婦人科学講座）

O-085  ロボット支援下膀胱全摘術後に前方小腸瘤をきたし腟閉鎖術・外陰閉鎖術を施行
した3症例の検討
安藤 夕乃（手稲渓仁会病院　産婦人科）

■ 9:15～ 9:50　　MIS1 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：渡邉 善（東北大学　産婦人科）

O-096 腹腔鏡下子宮全摘術における術前偽閉経療法の有無と手術成績の関連についての検討
武田 愛紗（むつ総合病院）

O-097 当院における子宮全摘術の手術成績と腹腔鏡手術増加の背景
渡部 佑佳（福島赤十字病院産婦人科）
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O-098 TLHと vNOTES、小さい子宮ならどちらを選ぶ？－単施設後ろ向き研究－
小幡 美由紀（山形県立中央病院産婦人科）

O-099 既往帝王切開症例のTLHの手術成績と合併症発生について
小島　 つかさ（福島赤十字病院産婦人科）

O-100 当院における vNOTES導入期の後方視的検討
押切 実波（岩手県立大船渡病院　産婦人科）

■ 9:55～10:30　　MIS2 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：竹原 功（山形大学　産科婦人科）

O-111  モルセレーター用筋腫回収バッグMorsafe®とメトラバック®の使用経験に基づく
比較検討
髙橋 靖乃（東北大学病院　産婦人科）

O-112 巨大子宮筋腫に対して腹腔鏡下筋腫核出術を施行した一例
笹瀬 亜弥（仙台市立病院）

O-113 中隔子宮の診断に苦慮した多発子宮筋腫の1例
安藤 宏輔（東北医科薬科大学　若林病院　産婦人科）

O-114 後壁に発生した子宮筋腫に対する術式の選択
今田 冴紀（札幌医科大学　婦人科）

O-115  症候性子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術と腹腔鏡下子宮全摘術の治療選択における
臨床的特徴の比較
福田 冬馬（太田西ノ内病院　産婦人科）

■ 13:00 ～13:35　　卵巣腫瘍2 第 4会場　4階　千代（東）

■ 座長：三浦 史晴（岩手医科大学　産婦人科）

O-121 付属器腫瘍と鑑別を要した虫垂粘液腫瘍の2例
鹿内 咲楽（弘前大学医学部附属病院）

O-122 腹腔鏡下手術中に診断された大網腫瘍の一例
相庭 晴紀（長岡中央綜合病院　産婦人科）

O-123 左卵巣腫瘍に対する両側付属器切除後に右側の付属器ヘルニアが判明した一例
伊藤 百花（白河厚生総合病院）

O-124 二次性高血圧症の原因としてのレニン産生卵巣腫瘍
鈴木 魁也（新潟大学医歯学総合病院　産科婦人科）

O-125 診断に苦慮した悪性腹膜中皮腫の1例
小梁川 恵太（東北医科薬科大学病院　産婦人科）


